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令
和
２
年
度
予
算
案
に
対
す
る
　
　
　
　
　
　

各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）続
き

日
本
共
産
党

暮
ら
し
を
応
援
す

る
施
策
実
現
を
！

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

持
続
可
能
な

市
政
運
営
を

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
と
の
対
話
で

ま
ち
づ
く
り
を

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

東
久
留
米
史
上

最
悪
予
算
に
反
対

市
民
と
と
も
に
歩
む
会

新
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
市
政
運
営
を
！

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

限
り
あ
る
予
算
で
最
大

の
効
果
の
取
り
組
み
を

予算特別委員会
での質疑応答　

令和２年度予算の主な新規事業令和２年度予算の主な継続・拡大事業

質問　地域防災計画について、
前回と今回の改訂内容の違い
は。
答弁　平成年度に行った前回
の改訂は、東久留米市災害対策
本部の見直し、大規模事故編と
原子力災害編の追加、ＢＣＰと
の連動、危機管理室の位置付け
等および平成年度の改定以降
の時点修正など。今回の改訂は
主なものとして、土砂災害防止
法の記述、避難行動の発令基準、
避難行動要支援者関係、避難所
関係、避難方法・在宅避難関係
など。

質問　用途地域等見直し事業の
中の用途地域見直し対象箇所調
査委託の内容は。
答弁　令和２年度に予定してい
る同調査では、用途地域などの
境界を道路の沿道からｍとい
った路線式で指定したり、道路
そのものを境界として指定して
いる地域について、平成年度
に実施した用途地域の見直し以
降、市内全域において当該道路
等の拡幅、位置や形状の変更等、
境界の根拠としている地形地物
が変更となり、現況との不整合
が生じている箇所等を抽出する
とともに、最新の地形図を用い
た図面へ更新する。

質問　公共施設マネジメント推
進委員会の部会で、行政側とし
てどのような施設が必要か検討
するということだが、市民の声
はどう反映させていくのか。
答弁　同委員会の下部組織にお
いて、公共施設等総合管理計画
の基本方針に沿って、行政側の
視点で現在は検討を行っている
ところである。

質問　スポーツ健康都市宣言を
記念・表明するための銘板は、
どのような物で、どこに設置す
る予定か。
答弁　銘板は壁面に取り付ける
プレートタイプで、設置場所は
市役所本庁舎を想定している
が、詳細は引き続き検討する。

質問　ロタウイルスワクチンの
予算算出方法と公費負担は。
答弁　２回または３回経口接種
する２種類のワクチンが承認さ
れており、国が参考価格を示し
ている。それに医療機関での接
種費用を加え、接種回数を乗じ
ると各ワクチンの１人分の費用
が出る。令和２年８月以降生ま
れで生後２カ月以降の乳児が対
象となるので、出生数の推移か
ら予測される半年分の人数をワ
クチンごとに按分して乗じ算出
している。定期接種ということ
で、他の予防接種と同様に実費
負担は取らない。経費のおおむ
ね９割が地方交付税の基準財政
需要額に算入される制度となっ
ている。

質問　文書管理システム導入に
おける費用対効果は。
答弁　公文書の改ざん・誤廃棄
等の防止などによる適正な公文
書管理、職員の負担軽減、電子
決裁機能による日常業務の効率
化・簡素化での人件費削減、文
書検索の時間削減、公文書入れ
替え作業時間の削減、保管・廃
棄・用紙購入に係る費用の削減
効果を見込んでおり、費用対効
果はあると考えている。

質問　令和２年度から２カ所の
所舎で学童保育の民間委託が始
まるが、今後委託を他の所舎へ
拡大するならば、保護者へのア
ンケートなどの実施を含む検証
を行うべきでは。
答弁　業務委託による運営状況
や学童保育を取り巻く状況を考
慮しながら、拡大等を検討して
いく。アンケートの実施などは
検討している。

質問　統合型校務支援システム
の導入目的、概要、スケジュー
ル、財源は。
答弁　児童・生徒に関する情報
の一元管理により、教員の業務
負担を軽減し、児童・生徒と向
き合う時間を確保する。時数管
理、学校日誌、学籍管理、出欠
管理、成績管理、グループウエ
アの機能を持つクラウドサービ
スによるシステム。開発経費の
２分の１が都の財源補助。令和
３年４月から本稼働の予定。

質問　住民情報システム共同利
用事業について、自治体クラウ
ド導入による財政的なメリット
は。
答弁　構築の初期費用の２分の
１相当額が都の市町村総合交付
金として見込めるほか、稼働後
の法改正に伴うシステム修正経
費に割り勘効果や共同利用分の
サービス利用料の削減が見込め
る。

質問　都市農業活性化支援事業
には、都の都市農業活性化支援
事業補助金が活用されている
が、この補助制度は、令和２年
度が最終年度となるのか。都で
は、新たな農業支援事業を考え
ているのか。
答弁　令和２年度が最終年度と
なる。東京都農業会議を通じて、
令和３年度以降の補助事業の拡
充と要件等の見直しを要望して
いる。また、都からは「令和３
年度以降の新たな支援事業につ
いて検討を始めている」との回
答を得ており、都の動向を注視
している。

質問　中央図書館大規模改修
後、指定管理者導入以降「マン
ガのへや」の開設は。
答弁　漫画の取り扱いは、図書
館資料収集方針や選定基準によ
り収集していく。「マンガのへ
や」を開設するのか、他の漫画
コーナーとして設置するのか、
指定管理者の提案等により未定
だが、漫画を閲覧する場所や機
会は設ける見込み。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
今
後
も
市
職
員
の
事
務
作
業

の
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
賛
否
は
現
実
的
な
判

断
に
重
き
を
置
か
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
る
。

　
過
去
の
計
画
不
備
に
よ
る
問

題
に
よ
う
や
く
手
を
付
け
た
と

い
え
る
自
転
車
駐
車
場
の
建
設

に
め
ど
が
付
い
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。

　
中
央
図
書
館
の
大
規
模
改
修

工
事
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
改
修
と
い
う
選
択
の
中

で
は
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

る
。
特
に
、
改
修
後
の
収
蔵
施

設
を
蔵
書
保
存
に
考
慮
し
た
設

計
と
し
て
い
る
こ
と
、
休
館
中

の
保
管
に
予
算
を
掛
け
て
い
る

こ
と
は
、
市
民
の
共
有
の
財
産

を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
私

の
主
張
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

と
考
え
る
。

　
改
修
後
の
一
部
業
務
の
民
間

委
託
は
、
専
門
職
を
採
用
し
育

て
て
い
く
だ
け
の
財
政
的
余
裕

が
な
い
こ
と
、
中
央
館
と
地
区

館
３
館
の
現
体
制
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
仕
方
が
な
い
。

　
以
上
意
見
を
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
、
値
上
げ
で
市

民
生
活
に
影
響
が
出
る
懸
念
は

あ
る
が
、
制
度
の
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
、
賛
成
す
る
。

　
そ
の
他
２
特
別
会
計
予
算
案

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と

な
く
賛
成
す
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は

億
１
７
０
０
万
円
、
前

年
度
比

億
１
７
０
０
万
円
の

増
、
一
般
会
計
と
３
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
は

億
５
９

０
４
万
４
千
円
と
な
り
、
前
年

度
比

億
３
８
４
９
万
５
千
円

の
増
と
な
る
。

　
過
去
最
大
規
模
の
予
算
案
と

な
っ
て
い
る
が
、
保
育
園
・
学

童
保
育
の
待
機
児
童
対
策
、
高

齢
者
施
策
、
都
市
計
画
道
路
事

業
、
新
た
に
始
ま
っ
た
デ
マ
ン

ド
型
交
通
運
行
事
業
な
ど
、
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
必
要
で
重
要
な

事
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
市
が
発

展
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
機

運
醸
成
の
一
環
と
し
て
進
め
て

い
た
多
く
の
事
業
へ
の
対
応
、

税
収
の
減
、
地
域
商
工
・
農
業

へ
の
支
援
対
策
な
ど
、
歳
入
の

減
、歳
出
の
増
が
考
え
ら
れ
る
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
多
額
の
予

算
が
掛
か
る
事
業
な
ど
の
延
期

や
計
画
の
見
直
し
を
検
証
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
以
上
意
見
を
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
し
、
そ
の
他

３
特
別
会
計
予
算
案
お
よ
び
下

水
道
事
業
会
計
予
算
案
に
は
特

に
意
見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成

す
る
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
３

月

日
の
予
算
特
別
委
員
会

で
、
次
の
通
り
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
案
の
組
み
替
え
案

を
提
出
し
た
。

　
①
都
市
計
画
道
路
東
３
・
４
・


号
線
お
よ
び
東
３
・
４
・

号

線
整
備
事
業
を
見
送
り
、②
市

独
自
の
小
中
学
校
学
力
調
査
を

中
止
、③
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
増
額
、以
上
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
財
源
を
、①
国
民
健

康
保
険
加
入
世
帯
の
う
ち
、所

得
３
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
を

対
象
に
、５
年
間
の
期
限
で
、

歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

の
第
２
子
以
降
の
均
等
割
額
を

２
分
の
１
に
減
免
、②
後
期
高

齢
者
医
療
の
健
康
診
査
の
自
己

負
担
５
０
０
円
を
無
料
化
、③

家
庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の
販
売

価
格
を

分
の
８
に
値
下
げ
、

④
地
域
公
共
交
通
の
市
民
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
、⑤
私
道
整
備

助
成
を
実
施
、⑥
都
市
計
画
事

業
基
金
積
立
金
を
増
額
に
振
り

分
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
の
財
政
に
は
、
民
生
費

の
増
加
や
公
共
施
設
の
維
持
更

新
に
備
え
る
必
要
は
あ
る
も
の

の
、
消
費
税
増
税
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ

り
厳
し
さ
を
増
す
市
民
の
暮
ら

し
と
な
り
わ
い
を
支
え
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
応
援
す
る
た

め
、
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る

力
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
基
金
残
高
が
増
え
て
き
た
背

景
に
は
、
並
木
市
政
が
市
民
の

願
い
に
背
を
向
け
、
市
民
の
声

を
聞
か
な
い
行
財
政
改
革
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
縮
減
し
、
市
民

負
担
の
押
し
付
け
を
進
め
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
財

政
の
一
部
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
振
り
向
け
る
べ
き
と
考

え
る
。

　
こ
の
組
み
替
え
案
は
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
た
が
、
今
後
も

一
般
会
計
に
対
す
る
具
体
的
な

改
善
・
改
良
の
道
筋
を
組
み
替

え
で
示
す
こ
と
で
、
市
政
の
課

題
を
明
確
に
し
つ
つ
、
市
民
の

願
い
実
現
の
た
め
の
方
法
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。

　
以
上
申
し
述
べ
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
予
算
案
に
反
対
す

る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
、
既
に
高
過
ぎ

る
国
保
税
を
さ
ら
に
引
き
上
げ

る
提
案
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
、
実
施
可
能

な
負
担
軽
減
策
を
実
施
し
な
い

予
算
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

と
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に

は
、
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は
、
予
算
総
額

億
１
７
０

０
万
円
、
前
年
度
比

億
１
７

０
０
万
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
一
般
財
源
の
増

加
は
約
１
７
０
０
万
円
の
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
等

に
よ
る
国
庫
支
出
金
お
よ
び
都

支
出
金
の
大
幅
な
増
加
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
に
は
次
期
財
政
健
全

経
営
計
画
に
お
い
て
新
た
な
基

本
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
本
市
が
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ
て
も

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
っ

て
い
け
る
よ
う
な
計
画
に
な
る

よ
う
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
市
の
公
共
施
設
は

今
後
、
ど
の
地
域
に
ど
の
程
度

の
面
積
で
必
要
な
の
か
、
総
床

面
積
の
削
減
を
前
提
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

　
保
育
園
の
待
機
児
童
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
駅

周
辺
に
施
設
を
整
備
す
れ
ば
需

要
が
満
た
さ
れ
る
の
か
考
え
る

時
期
に
き
て
い
る
。
地
域
性
も

配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
待

機
児
童
が
発
生
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
速
や
か
に
学
校
側
と
調
整

の
上
、
解
消
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
新
た
な
図
書
館
運
営
に
関
し

て
は
、
再
来
年
度
か
ら
中
央
図

書
館
は
市
と
指
定
管
理
者
で
役

割
分
担
を
し
て
運
営
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
こ
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続

き
検
証
し
て
、
最
適
な
運
営
形

態
を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
以
上
意
見
を
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
し
、
そ
の
他

３
特
別
会
計
予
算
案
お
よ
び
下

水
道
事
業
会
計
予
算
案
に
は
特

に
意
見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成

す
る
。

　
一
般
会
計
予
算
総
額

億

円
。
前
年
度
と
比
べ

億
円
も

増
加
。予
算
総
額
は
過
去
最
大
。

こ
の
ま
ま
歳
出
が
増
え
続
け
れ

ば
東
久
留
米
市
は
確
実
に
財
政

破
綻
。
な
ぜ
予
算
総
額
が

億

円
も
増
え
た
の
か
。
都
市
計
画

道
路
整
備
に
約
７
億
３
千
万

円
。
中
央
図
書
館
大
規
模
改
修

で
約
７
億
７
千
万
円
。
駅
前
駐

輪
場
２
カ
所
の
用
地
購
入
で
約

４
億
８
千
万
円
。
こ
れ
ら
三
つ

の
事
業
費
で
約

億
円
。
本
気

で
予
算
総
額
を
削
減
し
よ
う
と

す
る
の
な
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
や
め
れ
ば
い
い
。
だ
け
ど
並

木
市
長
に
は
そ
れ
が
で
き
な

い
。
結
局
は
改
革
な
ど
言
葉
だ

け
。
財
政
が
厳
し
い
と
言
い
な

が
ら
、
本
音
で
は
思
っ
て
い
な

い
。
ど
ん
な
に
歳
出
が
増
え
よ

う
と
も
自
分
が
や
り
た
い
事
業

を
や
る
。そ
れ
が
並
木
市
政
。

　
平
成

年
に
財
政
危
機
宣
言

を
行
っ
た
と
き
の
予
算
総
額
は

約

億
円
。
そ
れ
が
約

億
円

と
、

億
円
も
増
加
。
こ
れ
で

危
機
感
を
感
じ
な
い
の
な
ら
財

政
感
覚
が
ま
ひ
し
て
い
る
。
東

久
留
米
史
上
こ
こ
ま
で
予
算
総

額
が
増
え
た
こ
と
は
な
い
。
こ

こ
ま
で
行
政
の
仕
事
が
拡
大
し

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

私
は
史
上
最
悪
予
算
と
言
っ
て

い
る
。
並
木
市
政
が
一
日
長
く

続
け
ば
財
政
破
綻
に
近
づ
き
、

将
来
の
市
民
が
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
並
木
市
長
に
対
す
る
不

信
任
の
意
を
込
め
て
全
予
算
に

反
対
す
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
、原
案
に
は
反
対
、

予
算
特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ

た
組
み
替
え
動
議
に
は
賛
成
の

立
場
か
ら
、
意
見
を
述
べ
る
。

　
組
み
替
え
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
①
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
子
育
て
世
帯
の
均
等
割
額
の

減
免
、
②
家
庭
ご
み
指
定
収
集

袋
の
販
売
価
格
の
値
下
げ
、
③

私
道
整
備
へ
の
予
算
配
分
、
以

上
３
点
の
実
施
を
求
め
る
。

　
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

①
職
員
採
用
試
験
の
早
期
実
施

と
辞
退
者
・
普
通
退
職
の
削

減
、
②
令
和
３
年
度
以
降
の
定

員
管
理
の
適
正
化
、
③
市
長
座

談
会
の
実
施
、
④
緊
急
一
時
保

護
施
設
へ
の
支
援
、
⑤
職
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は

引
き
続
き
強
制
し
な
い
、
⑥
保

育
園
の
待
機
児
童
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
と
し
ん
か
わ
保
育
園

へ
の
４
月
か
ら
の
看
護
師
の
配

置
、
⑦
学
童
保
育
所
の
引
き
継

ぎ
と
育
成
環
境
の
維
持
、
⑧
中

央
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
の

導
入
中
止
と
直
営
の
継
続
、
⑨

小
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
推

進
計
画
の
見
直
し
と
第
七
小
学

校
北
校
舎
棟
西
側
他
中
規
模
改

造
事
業
実
施
設
計
の
給
食
棟
大

規
模
改
造
工
事
部
分
の
執
行
中

止
、
⑩
市
長
の
職
員
と
の
信
頼

関
係
立
て
直
し
、
以
上
を
要
望

す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
社

会
情
勢
に
お
い
て
値
上
げ
改
定

す
べ
き
で
な
く
、
反
対
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
多
摩


市
が
自
己
負
担
を
無
料
と
し
て

い
る
健
康
診
査
を
本
市
も
早
期

に
無
料
に
す
る
よ
う
意
見
を
付

し
、
賛
成
す
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

と
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に

は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な
く

賛
成
す
る
。


